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幅15 mmの通常幅タイプ 7 58.3％
幅25 mmの幅広タイプ 10 83.3％
各試験区12個体ずつの結果
図1　接ぎ木における台木と穂木
図2　接ぎ木処理
左：穂木を台木に差し込む　右：クリップで固定する
図3　接ぎ木処理後の様子
台木と穂木の太さは大きく違っていた。
接木テープ通常幅 接木テープ幅広接木クリップのみ
図4　台木と穂木の固定方法
左：クリップのみ　中：通常幅のテープ　右：幅広の
テープ
図5　接ぎ木処理結果
左：成功例で台木と穂木は癒合　右：失敗例で穂木は
脱落
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接ぎ木処理に用いる固定用テープの検討
今回の実験では台木と穂木の太さが大きく異なって
いたため（図３）、成功率は高くないと思われたが、
ある程度の成功率が得られた。接ぎ木処理が成功し
た場合は、台木と穂木の組織が癒合し、穂木の生育
は良好であったが、失敗した場合は癒合せずに穂木
は脱落してしまった（図４）。接ぎ木テープの幅の
違いの効果については表１のような結果となり、
テープを使用しない場合でも接ぎ木成功率は41.7％
あったが、15 mmの通常幅テープで58.3％の成功
率、25 mmの幅広タイプの場合は83.3％と成功率が
高くなった。やはり、接ぎ木部分のしっかりとした
固定が重要であることが明らかとなる結果であっ
た。
今回、ベンサミアナタバコ同士の接ぎ木しか実施
することはできなかったが、接ぎ木自体は誰でも簡
単にできるが、成功率を高めるためには、実施する
個人の技量は必要とされるが、基本となる方法も重
要であることがわかり、今後に生かすことができる
結果が得られた。来年度も本プログラムは実施の方
向であり、今年度の成果を生かして実施したいと考
えている。
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